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論 文 内 容 の 要 旨
妊娠時における Insulin の糖質並びに脂質代謝上にもつ意義の一端を究明するため, ウィスク一系妊
娠白鼠 (妊娠後期) の腹腔内にそれぞれ 0.7u/kg, lou/kg の Insulin を注入, 母体肝, 筋, 胎盤, 胎仔
JjI'･, 胎仔筋等のグ リコゲン量, 総脂酸呈並びに E m bden-M eyerhof-P arnas 解糖径路に関与する諸酵素中
hexok inase, phosphorylase, phos phoglucom utase, phosphoglucoisom erase 等の活性, また母体
肝, 胎盤, 胎仔肝 glucose-6-phosphatase の活性および母体肝, 筋コハク酸脱水素酵素活性等をそれぞ
れ経時的に測定, 同時に母体血についても血糖, 焦性ブ ドー 酸, 乳酸等をこれらと並行して測定したとこ
ろ, 0･7u/kg 負荷群では著変がみられなかったが, lou/kg 負荷群では負荷による血糖降下皮が妊娠時で
は非妊時ほど著明ではなく, 母体肝グ リコゲン量も妊, 非妊とも低下するが, 妊娠時では非妊時に比して
その程度は軽度であり, 筋グ リコゲン量は非妊時では軽度増量するが妊娠時ではかえって減量していた｡
胎盤, 胎仔肝, 胎仔筋グリコゲン量については著増する傾向のあることを認めた｡ 一方組織総 脂 酸 量 は
Insulin 負荷によって, 妊, 非妊とも肝, 筋において著差なく胎盤, 胎仔肝でも著変なく, しかるに胎仔
筋で著増することを認めた｡
以上の事実は酵素活性の消長からも傍証され得た｡
要するに Insulin が, 妊娠個体の糖質, 脂質代謝に及ぼす影響の一端として, 少なくとも両物更の胎仔
への移行に積極的に関与していることを推察し, この点から Insulin が胎仔の育成に寄与をなしているも
のと推諭した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
妊娠母体における Insulin の糖質ならびに脂質代謝上の意義の一端を追求したのである. すなわちウ
イスター系妊娠後期白鼠に一定量の Insulin を腹腔内に注入し, 母体肝, 筋, 胎盤, 胎仔肝, 胎仔筋など
のグ リコゲン量, 総脂酸量ならびに E m bden-M eyerhof-Parnasの解糖径路に関与する酵素 hexokinase,
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phosphorylase, phosphoglucom utase, phosphoglucoisom erase などの活性, また母体肝, 胎盤, 胎仔
肝 glucose-6-phosphatase の活性および母体肝, 筋, コ- ク酸脱水素酵素活性などをそれぞれ経時的に
測定, 母体血について血糖, 焦性ブ ド←酸, 乳酸などを並行して測定したところ 10u/kg 負荷群では負荷
による血糖降下度が妊娠時では非妊時ほで著明でなく, 母体肝グリコゲン量も妊娠時では非妊時に比して
低下度は軽度であり, 筋グリコゲン量では非妊時では軽度増量するに対し妊娠時では減少していた｡ 一方
胎盤, 胎仔肝, 胎仔筋グリコゲン量は著増した｡ 他方総脂酸では妊, 非妊をつうじて胎仔肝においてのみ
著増していた｡
以上を酵素活性の消長からも傍証し, ようするに Insulin が糖質ならびに脂質の胎仔- の移行に積極的
に関与していることを推論している｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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